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メディアリテラシー教育における?絵本>の可能性
――『おちゃのじかんにきたとら』を補助線に――
内 藤 寿 子
A possibility of picture book in Media literacy education




The picture book is the best for the teaching material of the media literacy education.
Especialy,when educating at the university or junior colege,the picture book has the meaning as
 
the teaching material.In this text,the picture book was analyzed from two sides,material feature
 
of picture book and circulation form of picture book,and the meaning was clarified concretely.



















































































































































































































































































































































































的小説“When Hitler Stole Pink Rabbit”(1971
年)“Bombs on Aunt Dainty”(1975年)“A
 
Smal Person Far Away”(1978年）があり，こ
のなかの第一作は，『ヒトラーにぬすまれたももい
ろうさぎ』（松本亨子訳 評論社 1980年）という
邦題で翻訳されている。また，ジュディス・カー
は作家としてだけでなく，BBCテレビの脚本家と
して活躍した経歴も持つ。
(3)「岩波の子どもの本」は，1953年12月から現在に
いたるまで刊行されつづけているシリーズであ
る。このシリーズをとおして，コールデコット賞
（1937年に開始，米で出版された最優秀絵本の画
家に与えられる賞）受賞作などが紹介され，欧米
の絵本が翻訳・出版されていく土台が作られた。し
かし，「岩波の子どもの本」シリーズは大きな問題
もはらんでいた。たとえば，低価格を維持するた
めに版型（20.5 cm×16.5 cm）などが統一された
が，その結果，原書を改変しなくては翻訳・出版
できない作品も出てきてしまった。「岩波の子ども
の本」第6作『ちいさいおうち』（バージニア・
リー・バートン作 石井桃子訳 1954年/1942年
原書発行，43年コールデコット賞受賞）を例にあ
げれば，表紙じたいの一部改変や物語の省略がみ
てとれる。なお，『ちいさいおうち』は，1965年に
原書と同サイズのものが岩波書店より発行され
た。
(4) 岸田一郎『LEONの秘密を舞台裏』ソフトバンク・
パブリッシング 92～99 2005年
(5) ?童話館ぶっくくらぶ」に関しては，おもにつぎの
資料を参考にした。
パンフレット『こどもの本の定期便』（こどもの本
の童話館グループ発行）
『絵本のある子育て』（No.2 こどもの本の童話館
グループ発行 2005年）
こどもの本の童話館グループホームページ
（http://www.douwakan.co.jp）
川端強編『絵本の森の魔法の果実』童話館出版
1999年
この本には，「童話館ぶっくくらぶ」の利用者139
人の声がおさめられている。絵本というメディア
の受容のされ方を考えるうえでも，貴重な記録だ
といえる。
(6) O・E（山口県 33才）「私の子ども達を，毎月の
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絵本たちが，どれだけ育ててくれていることか。」
前掲『絵本の森の魔法の果実』90～93
(7) 財団法人出版文化産業振興財団発行『この本 読
んで?』（第14号 2005年春号）によれば，「児童
書専門店」は全国に129店舗あるのだという。し
かし，その広がりは均一ではなく，店舗は東京都
内に集中しており，たとえばリストには秋田県に
住所をもつ「児童書専門店」はない。「童話館ぶっ
くくらぶ」は，絵本をめぐるこのような格差を是
正する役割も担っている。
(8) Ｅ・S（鹿児島県 39才）「『おちゃのじかんにきた
とら』，何度見ても，私にふしぎな安心感をもたら
してくれます。」前掲『絵本の森の魔法の果実』
313～315
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